
【北空知支所：地域第一係】

課題番号28

深川市における稲WCSの生産支援

～ 自給飼料の確保と新たな水田輪作体系に向けて ～

深川市稲WCS栽培農業者（20戸）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

・水田活用の直接支払交付金の拡充・見直しに伴い、交付対象水田の方針が示された。
・飼料費が高騰する中、畜産農家では「自給飼料の確保」が課題となっている。
・当地区では、「稲ＷＣＳの導入」について畜産農業者と水稲作付者、ＪＡ、普及セ

ンターが協議し、推進していくことを確認、令和４年度より活動を開始した。
・具体的推進事項：品質確保に向けた適正稲体水分含量での収穫農家戸数 ０戸→８戸

■Ｒ５産稲ＷＣＳ使用状況聞き取り（R6.5）
・畜産主査と連携し、深川市肉牛組合へ使用状況を確認
・給餌時の問題点（高水分による凍結、カビの発生等）や
求める品質について確認

■生育調査（R6.7～8）
生育期節（幼穂形成期、出穂期）を確認し、収穫時期の目安
を伝えた

■収穫時水分調査（R6.8）
収穫前の水分調査を実施
水分が高いほ場については、予乾による調整を提案

写真 WCS使用状況聞き取り

写真 幼形期の確認



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

■収穫後調査（R6.11～12）
水稲栽培農業者：R6栽培概要や製品個数などについて確認
肉牛農業者 ：R6産WCS使用状況を確認

水分が低く品質は良好

■反省会・栽培講習会（R7.3）
深川市肉牛組合、Ｒ７作付予定者などを踏まえて反省会、
次年度に向けた栽培講習会を開催

品質確保に向けた適正稲体水分含量での収穫農家戸数 ０戸 → 15戸（188％）

😄 収穫直後に水分調査を実施 高水分のほ場（水分70％）では予乾を行うことを提案
→ 午前中に収穫・乾燥 午後から梱包を行うことで高品質な製品となった

☺ 自走式ロールべーラによる収穫は、予乾が難しいことからやや高水分な製品が一部
あったが、品質は概ね確保された

① 収量性の向上
収量が少なかったことにより、製品数が予定より大幅に少なくなった

（Ｒ６納入予定個数：4,000ロール → 実納入個数：1,200ロール）

→ 初期生育向上に向けた栽培技術支援を行っていく（Ｒ７）

② 稲ＷＣＳほ場における堆肥の新規活用
稲ＷＣＳ生産コストの低減、及び更なる耕畜連携を図るため、畜産主査と連携の元
深川市農業センター試験ほにおいて、堆肥散布試験を行う（Ｒ７）

前日に収穫したロールを一晩べーラの中に
放置すると熱により収穫物が腐敗した！

収穫当日にロールを作り上げることが
重要だという認識が深まった！ 写真 一晩置いたことにより

腐敗したロール

注意！

写真 収穫後調査

写真 講習会の様子

内容 R6収量・水分調査結果
収穫体系の確認
R7に向けた栽培技術
R7活動予定・試験予定 など


